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劉
宗
周
『
論
語
學
案
』
卷
一
［
為
政
篇
―
一
］
訳
注
（
２
）
―
晩
明
期
「
新
陽
明
学
者
」
の
『
論
語
』
解
釈
原
信
太
郎
ア
レ
シ
ャ
ン
ド
レ
本
稿
は
、
明
代
末
期
の
儒
者
・
劉
宗
周
（
号
は
念
台
、
一
五
八
七
～
一
六
四
五
）
の
『
論
語
』
解
釈
を
記
し
た
『
論
語
學
案
』
の
訳
注
を
試
み
る
も
の
で
あ
り
、
本
誌
前
号
（
二
三
号
）
か
ら
の
連
載
で
あ
る
。
訳
注
の
基
本
方
針
や
体
裁
に
つ
い
て
は
、
前
号
に
掲
げ
た
「
序
言
」
「
凡
例
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
前
号
で
は
学
而
篇
全
十
六
章
を
検
討
し
た
が
、
本
稿
で
は
紙
幅
の
都
合
上
、
為
政
篇
全
二
十
四
章
の
う
ち
、
前
半
の
第
十
一
章
ま
で
を
検
討
す
る
。
訳
注爲
政
第
二
【
為
・
１
】
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子
曰
、
爲
政
以
德
、
譬
如
北
辰
居
其
所
而
衆
星
共
之
。
（
校
１
）
爲
政
以
德
、
只
是
篤
恭
而
天
下
平
氣
象
。
君
子
學
以
愼
獨
、
直
從
聲
臭
外
立
根
基
〔
一
作
默
察
化
原
〕
、
一
切
言
動
事
爲
〔
一
（
校
２
）
（
校
３
）
作
經
倫
注
措
〕
、
慶
賞
刑
威
、
無
不
日
見
於
天
下
〔
一
有
進
字
〕
、
而
問
其
所
從
出
之
地
、
凝
然
不
動
些
子
〔
一
作
則
存
不
（
校
４
）
（
校
５
）
（
１
）
動
〕
、
只
有
一
箇
淵
默
之
象
〔
一
作
恭
己
垂
衣
之
象
〕
、
爲
天
下
立
〔
一
作
建
其
〕
皇
極
而
已
。
所
謂
北
辰
居
所
而
衆
星
共
也
。
（
校
６
）
（
校
７
）
（
２
）
（
校
８
）
天
一
氣
周
流
、
無
時
不
運
旋
、
獨
有
北
辰
處
一
點
不
動
、
如
磨
心
車
轂
然
、
乃
萬
化
皆
從
此
出
。
故
曰
、
天
樞
。
北
辰
即
北
（
校
９
）
斗
第
四
星
間
無
星
處
、
北
斗
亦
晝
夜
旋
轉
、
與
南
斗
相
對
、
皆
密
邇
北
辰
處
。
故
其
旋
轉
只
在
斗
間
〔
一
云
、
北
辰
猶
去
北
（
校1
0
）
極
第
五
星
一
度
半
、
在
無
星
處
。
第
五
星
、
今
所
謂
天
樞
也
。
天
樞
仍
晝
夜
轉
旋
於
三
度
之
間
北
辰
無
星
難
以
標
準
。
此
星
密
邇
北
辰
。
故
借
以
指
北
辰
之
所
在
。
其
實
北
辰
是
無
星
處
常
運
而
常
不
動
〕
。
若
其
餘
衆
星
、
隨
天
三
百
六
十
五
度
旋
轉
、
各
以
所
麗
爲
遠
近
、
皆
一
日
一
周
天
〔
一
下
有
而
又
過
一
度
字
〕
而
遲
速
不
同
。
北
斗
出
地
上
三
十
六
度
、
南
斗
入
地
下
三
（
校1
1
）
十
六
度
、
南
北
相
亘
、
地
之
不
動
、
正
此
天
樞
所
貫
處
。
然
天
樞
不
動
處
、
亦
間
不
容
髮
。
此
氣
之
生
處
也
〔
南
北
相
亘
、
（
校1
2
）
北
辰
貫
其
中
沖
漠
無
朕
而
周
天
度
數
皆
從
此
出
、
衆
星
環
鄕
而
共
之
。
所
謂
會
其
有
極
歸
其
有
極
者
此
其
象
也
〕
。
尋
常
言
天
（
３
）
（
４
）
心
。
天
何
心
。
即
不
動
處
是
天
心
。
這
便
是
道
心
惟
微
、
其
運
旋
處
便
是
人
心
惟
危
、
其
常
運
而
常
處
、
便
是
惟
精
惟
一
、
（
５
）
（
校1
3
）
（
校1
3
）
允
執
厥
中
。
天
人
之
學
一
也
。
○
吾
觀
北
辰
而
得
君
道
焉
。
大
君
無
爲
而
能
無
不
爲
、
故
萬
化
自
理
。
又
觀
北
辰
而
得
心
學
焉
。
心
君
無
思
而
能
無
不
思
。
故
百
體
從
令
。
（
６
）
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（
校
１
）
衆
星
共
之
…
十
巻
本
、
こ
の
後
に
割
注
「
共
、
音
拱
。
亦
作
拱
。
」
が
入
る
。
（
校
２
）
立
…
十
巻
本
、
「
定
」
に
作
る
。（
校
３
）
一
作
經
倫
注
措
…
十
巻
本
、
こ
の
割
注
を
欠
く
。（
校
４
）
一
有
進
字
…
十
巻
本
、
こ
の
割
注
を
欠
く
。（
校
５
）
一
作
則
存
不
動
…
十
巻
本
、
こ
の
割
注
を
欠
く
。
（
校
６
）
淵
默
…
十
巻
本
、
「
淵
然
」
に
作
る
。
（
校
７
）
一
作
恭
己
垂
衣
之
象
…
十
巻
本
、
こ
の
割
注
を
欠
く
。
（
校
８
）
一
作
建
其
…
十
巻
本
、
こ
の
割
注
を
欠
く
。
（
校
９
）
乃
…
十
巻
本
、
「
而
」
に
作
る
。
（
校
）
一
云
、
北
辰
～
常
不
動
…
十
巻
本
、
こ
の
割
注
を
欠
く
。
（
校
）
一
下
有
～
一
度
字
…
十
巻
本
、
こ
の
10
11
割
注
を
欠
く
。
（
校
）
南
北
相
亘
～
此
其
象
也
…
十
巻
本
、
こ
の
割
注
を
欠
く
。
（
校
）
常
…
十
巻
本
、
「
嘗
」
に
作
る
。
12
13
（
１
）
存
『
周
易
』
繫
辭
上
傳
「
天
地
設
位
、
而
易
行
乎
其
中
矣
。
成
性
存
、
道
義
之
門
。
」
（
２
）
垂
衣
『
周
易
』
繫
辭
下
傳
「
黄
帝
堯
舜
垂
衣
裳
而
天
下
治
、
蓋
取
諸
乾
坤
。
」
礼
を
も
っ
て
天
下
を
治
め
る
こ
と
、
、
を
い
う
。
（
３
）
沖
漠
無
朕
『
程
氏
遺
書
』
巻
十
五
「
沖
漠
無
朕
、
萬
象
森
然
已
具
。
未
應
不
是
先
、
已
應
不
是
後
。
如
百
尺
之
木
、
自
根
本
至
枝
葉
、
皆
是
一
貫
、
不
可
道
上
面
一
段
事
、
無
形
無
兆
。
却
待
人
旋
安
排
引
入
來
、
敎
入
塗
轍
。
旣
是
塗
轍
、
却
只
是
一
箇
塗
轍
。
」
（
４
）
會
其
有
極
歸
其
有
極
『
尚
書
』
洪
範
「
無
偏
無
黨
、
王
道
蕩
。
無
黨
無
偏
、
王
道
平
。
無
反
無
側
、
王
道
正
直
。
會
其
有
極
、
歸
其
有
極
。
」
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（
５
）
道
心
惟
微
『
尚
書
』
大
禹
謨
「
人
心
惟
危
、
道
心
惟
微
、
惟
精
惟
一
、
允
執
厥
中
。」
（
６
）
百
體
從
令
南
宋
・
范
浚
（
一
〇
二
～
一
五
〇
）
『
香
溪
集
』
巻
五
「
心
箴
」
「
茫
堪
輿
、
俯
仰
無
垠
。
人
生
兩
間
、
眇
然
有
身
。
是
身
之
微
、
太
倉
稊
米
。
參
爲
三
才
、
曰
惟
心
耳
。
往
古
來
今
、
孰
無
是
心
。
心
爲
形
役
、
乃
獸
乃
禽
。
惟
口
耳
目
、
手
足
動
靜
。
投
間
抵
隙
、
爲
厥
心
病
。
一
心
之
微
、
衆
欲
攻
之
。
其
與
存
者
、
嗚
呼
幾
希
。
君
子
存
誠
、
克
念
克
敬
。
天
君
泰
然
、
百
體
從
令
。
」
、
、
子
曰
く
、
政
を
爲
す
に
德
を
以
て
す
れ
ば
、
譬
へ
ば
北
辰
の
其
の
所
に
居
て
衆
星
之
に
共
ふ
が
如
し
、
と
。
む
か
「
政
を
爲
す
に
德
を
以
て
す
」
と
い
う
の
は
、
上
に
立
つ
者
が
恭
敬
篤
実
で
、
天
下
が
自
ず
と
治
ま
っ
て
い
る
様
子
を
言
う
。
君
子
の
学
問
は
「
慎
独
」
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
感
覚
世
界
を
超
越
し
た
地
点
に
根
基
を
立
て
な
が
ら
も
〔
一
本
に
「
教
化
の
根
源
を
黙
っ
て
観
察
し
て
い
る
」
に
作
る
〕
、
そ
れ
で
い
て
あ
ら
ゆ
る
言
動
や
事
業
〔
一
本
に
「
経
綸
や
挙
措
」
に
作
る
〕
、
賞
与
や
刑
罰
は
、
天
下
に
遍
く
明
ら
か
で
あ
る
、
そ
の
よ
う
な
あ
り
方
で
あ
り
〔
一
本
に
こ
の
下
に
「
進
ん
で
」
が
入
る
〕
、
そ
れ
ら
が
発
出
さ
れ
る
根
本
の
と
こ
ろ
を
追
求
す
る
と
、
そ
れ
は
い
さ
か
も
動
か
ず
〔
一
本
に
「
存
す
べ
き
を
存
す
る
も
、
動
か
ず
」
に
作
る
〕
、
た
だ
た
だ
奥
深
く
静
ま
り
か
え
っ
て
い
て
〔
一
本
に
「
己
を
恭
し
く
し
礼
を
も
っ
て
治
め
て
い
て
」
に
作
る
〕
、
天
下
の
た
め
に
則
る
べ
き
規
範
（
皇
極
）
を
立
て
示
し
て
い
る
〔
一
本
に
「
建
て
る
」
に
作
る
〕
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
「
北
辰
其
の
所
に
居
て
衆
星
之
に
共
ふ
」
の
意
味
で
あ
る
。
天
は
一
つ
の
気
が
あ
ま
ね
く
行
き
渡
っ
て
お
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り
、
そ
れ
が
時
々
刻
々
と
め
ぐ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
北
辰
の
と
こ
ろ
だ
け
は
あ
た
か
も
石
臼
の
軸
や
車
輪
の
中
心
部
の
よ
う
に
少
し
も
動
く
こ
と
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
造
化
の
根
本
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
故
に
こ
れ
を
「
天
枢
」
と
も
い
う
。
北
辰
と
い
う
の
は
北
斗
七
星
の
第
四
星
の
間
の
星
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
北
斗
も
ま
た
昼
夜
を
問
わ
ず
旋
回
し
、
南
斗
と
向
か
い
合
っ
て
お
り
、
北
辰
と
近
接
し
て
い
る
。
こ
の
故
に
、
そ
の
旋
回
軸
は
北
斗
と
南
斗
の
間
で
あ
る
。
〔
あ
る
テ
キ
ス
ト
に
い
う
、
「
北
辰
は
さ
ら
に
北
極
の
第
五
星
か
ら
一
度
半
離
れ
た
星
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
第
五
星
は
い
ま
所
謂
『
天
枢
』
で
あ
る
。
天
枢
は
昼
夜
三
度
の
間
を
旋
転
し
て
い
る
。
北
辰
は
星
が
な
い
の
で
基
準
と
し
に
く
、
こ
の
星
は
北
辰
に
接
近
し
て
い
る
。
故
に
借
り
て
北
辰
の
所
在
を
指
し
示
す
の
で
あ
る
。
実
際
に
は
北
辰
は
星
の
な
い
と
こ
ろ
で
、
常
に
運
行
し
な
が
ら
も
運
行
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
」
〕
そ
れ
以
外
の
星
々
は
天
に
従
っ
て
三
百
六
十
五
度
旋
回
し
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
付
着
し
て
い
る
地
点
ご
と
に
一
日
の
間
に
天
を
一
回
転
す
る
が
〔
一
本
に
「
さ
ら
に
一
度
を
過
ぎ
る
」
の
字
が
入
る
〕
、
ス
ピ
ー
ド
は
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
北
斗
は
地
上
三
十
六
度
の
位
置
に
あ
り
、
南
斗
は
地
下
三
十
六
度
の
位
置
に
あ
り
、
南
斗
北
斗
は
一
つ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
動
か
な
い
地
は
、
ま
さ
し
く
天
枢
に
よ
っ
て
貫
か
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
天
枢
の
不
動
の
と
こ
ろ
も
間
髪
を
入
れ
な
い
。
こ
れ
が
気
の
生
々
た
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
〔
南
斗
北
斗
は
繋
が
っ
て
お
り
、
北
辰
は
そ
れ
を
貫
い
て
い
る
。
そ
れ
は
何
ら
の
痕
跡
も
残
さ
ず
し
て
、
天
を
め
ぐ
る
度
数
は
す
べ
て
こ
か
ら
出
て
お
り
、
星
々
は
ぐ
る
り
と
北
辰
を
取
り
囲
ん
で
そ
ち
ら
を
向
い
て
い
る
。
い
わ
ゆ
る
「
其
の
有
極
に
會
し
、
其
の
有
極
に
歸
す
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
形
象
を
い
う
の
で
あ
る
。
〕
常
々
「
天
心
」
な
ど
と
い
う
言
葉
を
使
う
が
、
天
に
何
の
心
が
あ
ろ
う
。
不
動
の
と
こ
ろ
が
天
心
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
が
「
道
心
惟
れ
微
な
り
」
で
あ
り
、
そ
の
旋
回
す
る
と
こ
ろ
が
「
人
心
惟
れ
危
し
」
で
あ
り
、
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そ
れ
が
常
に
旋
回
し
な
が
ら
も
常
に
静
か
な
と
こ
ろ
が
「
惟
れ
精
惟
れ
一
、
允
に
厥
の
中
を
執
れ
」
で
あ
る
。
天
の
学
問
も
人
の
学
問
も
一
つ
な
の
だ
。
私
は
北
辰
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
君
子
の
道
を
感
得
し
た
。
偉
大
な
る
君
主
は
無
為
で
あ
り
な
が
ら
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
故
に
よ
ろ
ず
こ
と
よ
く
修
ま
る
の
で
あ
る
。
私
は
ま
た
北
辰
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
学
を
感
得
し
た
。
心
の
主
君
は
無
思
で
あ
り
な
が
ら
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
思
う
こ
と
が
出
来
る
。
こ
の
故
に
身
体
各
部
は
命
に
従
う
の
で
あ
る
。
【
為
・
２
】
子
曰
、
詩
三
百
、
一
言
以
蔽
之
、
曰
思
無
邪
。
心
之
官
則
思
、
思
曰
睿
、
睿
作
聖
。
思
本
無
邪
、
其
卒
流
於
邪
者
、
弗
思
耳
。
以
爲
思
欲
無
邪
、
非
也
。
思
無
邪
者
、
閑
邪
之
（
１
）
（
２
）
（
３
）
（
４
）
學
也
。
詩
以
理
性
情
。
人
心
之
邪
、
只
在
性
情
流
動
處
生
來
。
若
樂
而
不
淫
、
哀
而
不
傷
、
各
得
其
性
情
之
正
、
何
邪
之
有
。
（
５
）
（
校
１
）
（
６
）
（
校
２
）
如
桑
間
濮
上
失
之
淫
、
小
弁
正
月
失
之
傷
、
全
經
臚
列
、
其
間
正
變
之
異
同
得
失
、
莫
不
極
人
心
之
變
、
使
讀
之
者
即
所
觀
感
（
７
）
（
８
）
（
９
）
而
興
起
、
則
閑
邪
之
學
亦
可
躍
然
於
言
下
矣
。
故
一
言
足
以
蔽
三
百
云
。
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（
校
１
）
在
…
十
巻
本
、
「
從
」
に
作
る
。
（
校
２
）
其
…
十
巻
本
、
「
其
」
の
字
な
し
。
（
１
）
心
之
官
則
思
『
孟
子
』
告
子
上
「
心
之
官
則
思
。
思
則
得
之
、
不
思
則
不
得
也
。
」
（
２
）
思
曰
睿
、
睿
作
聖
『
尚
書
』
周
書
・
洪
範
「
二
、
五
事
。
一
曰
貌
、
二
曰
言
、
三
曰
視
、
四
曰
聽
、
五
曰
思
。
貌
曰
恭
、
言
曰
從
、
視
曰
明
、
聽
曰
聰
、
思
曰
睿
。
恭
作
肅
、
從
作
乂
、
明
作
晢
、
聰
作
謀
、
睿
作
聖
。」
、
、
（
３
）
弗
思
耳
『
孟
子
』
告
子
上
「
孟
子
曰
、
欲
貴
者
、
人
之
同
心
也
、
人
有
貴
於
己
者
、
弗
思
耳
。
」
（
４
）
閑
邪
『
周
易
』
乾
卦
・
文
言
伝
「
庸
言
之
信
、
庸
行
之
謹
、
閑
邪
存
其
誠
、
善
世
而
不
伐
、
德
博
而
化
。
」
（
５
）
詩
以
理
性
情
朱
熹
『
論
語
集
注
』
述
而
「
子
所
雅
言
、
詩
書
執
禮
、
皆
雅
言
也
。
」
の
注
に
「
詩
以
理
情
性
、
書
以
道
政
事
、
禮
以
謹
節
文
、
皆
切
於
日
用
之
實
。」
と
あ
る
。
（
６
）
樂
而
不
淫
、
哀
而
不
傷
『
論
語
』
八
佾
「
子
曰
、
關
雎
樂
而
不
淫
、
哀
而
不
傷
。
」
（
７
）
桑
間
濮
上
失
之
淫
『
禮
記
』
樂
記
「
桑
間
濮
上
之
音
、
亡
國
之
音
也
。
其
政
散
、
其
民
流
、
誣
上
行
私
而
不
可
止
也
。」
（
８
）
小
弁
正
月
「
小
弁
」
は
、
『
詩
経
』
小
雅
・
小
弁
の
こ
と
。
該
詩
に
つ
い
て
は
小
序
に
「
小
弁
、
刺
幽
王
也
。
大
子
之
傅
作
焉
。
」
と
あ
り
、
孔
穎
達
は
『
毛
詩
正
義
』
巻
十
二
に
お
い
て
「
正
義
曰
、
太
子
、
謂
宜
咎
也
。
幽
王
信
褒
姒
之
讒
、
放
逐
宜
咎
。
其
傅
親
訓
太
子
、
知
其
无
罪
、
閔
其
見
逐
、
故
作
此
詩
以
刺
王
。
經
八
章
、
皆
所
刺
之
事
。
」
と
解
説
す
る
。
「
正
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月
」
は
同
じ
く
小
雅
・
正
月
の
こ
と
で
、
該
詩
に
つ
い
て
は
小
序
に
「
正
月
、
大
夫
刺
幽
王
也
。
」
と
あ
る
。
と
も
に
周
の
幽
王
を
風
刺
す
る
変
小
雅
。
（
９
）
所
觀
感
而
興
起
朱
熹
『
論
語
集
注
』
為
政
「
道
之
以
德
、
齊
之
以
禮
、
有
恥
且
格
。
」
句
の
注
「
言
躬
行
以
率
之
、
則
民
固
有
所
觀
感
而
興
起
矣
。
」
、
さ
ら
に
は
『
論
語
』
陽
貨
「
子
曰
、
小
子
。
何
莫
學
夫
詩
。
詩
、
可
以
興
、
可
以
觀
、
可
以
群
、
可
以
怨
。
邇
之
事
父
、
遠
之
事
君
。
多
識
於
鳥
獸
草
木
之
名
。
」
を
踏
ま
え
て
い
よ
う
。
子
曰
く
、
詩
三
百
、
一
言
以
て
之
を
蔽
へ
ば
、
曰
く
思
ひ
て
邪
無
か
ら
し
む
、
と
。
「
心
の
官
は
則
ち
思
な
り
」
（
心
と
い
う
器
官
は
思
う
こ
と
を
司
る
も
の
で
あ
る
）
、
「
思
を
睿
と
曰
ひ
」
（
思
う
こ
と
は
深
奥
の
道
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
睿
と
言
い
）
「
睿
は
聖
と
作
る
」
（
睿
で
あ
れ
ば
聖
人
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
）
。
思
い
に
は
本
来
的
に
邪
悪
な
と
こ
ろ
な
ど
な
い
。
邪
悪
に
流
れ
て
し
ま
う
の
は
、
「
思
は
ざ
る
の
み
」
、
す
な
わ
ち
思
い
の
本
来
的
な
働
き
を
十
全
に
発
揮
し
き
れ
な
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
（
思
い
に
は
も
と
も
と
邪
悪
な
点
が
な
い
以
上
）
「
思
い
に
邪
悪
が
な
い
よ
う
に
求
め
る
」
と
解
釈
す
る
の
は
間
違
い
で
あ
る
。
「
思
ひ
て
邪
無
か
ら
し
む
」
と
は
邪
悪
を
防
ぐ
学
問
で
あ
る
。
『
詩
経
』
は
、
性
情
を
調
え
治
め
る
も
の
で
あ
る
。
邪
悪
な
心
は
性
情
が
発
動
し
て
い
る
時
に
生
ず
る
。
も
し
（
『
論
語
』
八
佾
篇
に
『
詩
経
』
周
南
・
関
雎
の
詩
を
評
し
た
よ
う
に
）
「
樂
し
み
て
淫
せ
ず
、
哀
し
み
て
傷
ら
ず
」
（
楽
し
ん
で
も
そ
れ
に
溺
れ
ず
、
悲
し
ん
で
も
悲
嘆
に
暮
れ
る
こ
と
は
な
い
）
の
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
性
情
の
適
正
な
あ
り
方
を
得
て
い
る
な
ら
ば
、
邪
悪
な
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も
の
な
ど
生
じ
る
余
地
が
な
い
。『
詩
経
』
に
は
濮
水
の
ほ
と
り
の
桑
間
で
歌
わ
れ
た
よ
う
な
淫
靡
な
詩
や
、「
小
弁
」「
正
月
」
の
よ
う
に
過
度
に
悲
観
的
な
詩
を
も
経
書
の
な
か
に
並
べ
て
い
る
が
、「
正
」（
規
範
に
則
っ
た
詩
、
す
な
わ
ち
正
風
・
正
雅
）
「
変
」
（
規
範
か
ら
逸
脱
し
た
変
則
的
な
詩
、
す
な
わ
ち
変
風
・
変
雅
）
の
相
違
や
得
失
は
人
心
の
機
微
を
あ
ま
ね
く
網
羅
し
て
お
り
、
読
む
者
を
し
て
感
動
し
て
奮
い
立
た
せ
る
も
の
で
あ
る
。
と
す
る
と
、
邪
悪
を
防
ぐ
学
問
も
ま
た
一
言
の
下
に
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
故
に
（
「
思
ひ
て
邪
無
か
ら
し
む
」
の
）
一
言
の
み
で
『
詩
経
』
三
百
篇
を
「
蔽
ふ
」
（
総
括
す
る
）
に
足
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
【
為
・
３
】
子
曰
、
道
之
以
政
、
齊
之
以
刑
、
民
免
而
無
恥
。
道
之
以
德
、
齊
之
以
禮
、
有
恥
且
格
。
（
校
１
）
爲
政
以
德
而
齊
之
以
禮
、
以
刑
輔
之
、
則
民
日
遷
善
而
不
自
知
矣
。
然
任
德
者
只
見
德
而
不
見
政
、
雖
政
亦
德
也
。
任
禮
者
（
校
２
）
只
見
禮
而
不
見
刑
、
雖
刑
亦
禮
也
。
其
任
政
刑
者
反
是
、
而
民
心
之
應
違
因
之
。
此
王
霸
之
辨
也
。
（
校
１
）
有
恥
且
格
…
十
巻
本
、
こ
の
下
に
割
注
「
道
、
音
導
。
」
が
入
る
。
（
校
２
）
齊
之
以
禮
…
十
巻
本
、
「
齊
以
禮
」
に
作
る
。
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子
曰
く
、
之
を
道
く
に
政
を
以
て
し
、
之
を
齊
し
く
す
る
に
刑
を
以
て
す
れ
ば
、
民
免
れ
て
恥
無
し
。
之
を
道
く
に
德
を
以
み
ち
び
ひ
と
て
し
、
之
を
齊
し
く
す
る
に
禮
を
以
て
す
れ
ば
、
恥
有
り
て
且
つ
格
る
、
と
。
い
た
「
政
を
爲
す
に
德
を
以
て
し
」
、
「
之
を
齊
し
く
す
る
に
禮
を
以
て
」
し
、
刑
罰
に
よ
っ
て
そ
れ
を
補
え
ば
、
民
は
日
ご
と
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
善
に
進
ん
で
い
く
。
と
は
言
え
、
徳
政
を
行
お
う
と
す
る
者
は
ひ
た
す
ら
徳
に
集
中
す
る
ば
か
り
で
、
（
法
制
や
禁
令
な
ど
の
）
政
治
に
つ
い
て
は
眼
中
に
入
れ
ず
、
政
治
と
徳
と
を
一
体
化
さ
せ
て
し
ま
う
。
ま
た
礼
を
行
お
う
と
す
る
者
は
ひ
た
す
ら
礼
に
集
中
す
る
ば
か
り
で
、
刑
罰
に
つ
い
て
は
眼
中
に
入
れ
ず
、
刑
と
礼
と
を
一
体
化
さ
せ
て
し
ま
う
。
政
治
と
刑
罰
を
ま
っ
さ
き
に
行
お
う
と
す
る
者
は
こ
れ
と
逆
で
あ
り
、
民
心
が
そ
れ
に
従
う
か
否
か
も
こ
に
掛
か
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
王
覇
の
弁
の
在
処
で
あ
る
。
【
為
・
４
】
子
曰
、
吾
十
有
五
而
志
於
學
、
三
十
而
立
、
四
十
而
不
惑
、
五
十
而
知
天
命
、
六
十
而
耳
順
、
七
十
而
從
心
所
欲
不
踰
矩
。
（
校
１
）
學
莫
先
於
立
志
。
志
立
後
猛
用
工
力
、
方
有
持
守
可
觀
。
持
守
得
力
、
方
有
解
悟
可
入
。
悟
之
久
則
源
頭
盡
徹
、
悟
之
極
則
（
校
２
）
（
校
３
）
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形
神
不
隔
。
更
由
此
而
進
之
、
則
純
乎
天
矣
。
從
心
所
欲
不
踰
矩
、
所
謂
不
思
而
得
、
不
勉
而
中
、
天
道
也
。
蓋
孔
子
從
七
（
１
）
（
２
）
十
後
、
視
履
考
旋
、
故
自
叙
年
譜
如
此
。
實
萬
世
學
者
公
案
云
。
○
聖
人
一
生
學
問
、
浸
假
而
上
、
不
登
巓
造
極
不
已
。
四
（
３
）
（
校
４
）
（
校
５
）
十
以
下
、
猶
是
凡
界
人
。
五
十
以
上
、
則
清
虚
高
遠
、
漸
際
寥
廓
、
莫
知
所
之
。
○
孔
子
自
道
、
猶
屬
謙
詞
。
自
志
學
以
後
、
（
校
６
）
（
４
）
加
十
五
年
功
、
纔
立
脚
得
定
。
又
加
十
年
功
、
纔
自
信
得
及
。
又
加
十
年
功
、
纔
見
得
合
下
賦
予
之
理
。
又
加
十
年
功
、
反
就
形
骸
處
體
認
、
纔
破
聲
聞
障
。
又
加
十
年
功
、
細
就
動
念
處
體
認
、
纔
破
安
排
障
。
尚
未
知
身
之
有
當
於
道
何
如
也
。
直
（
校
７
）
（
校
８
）
沒
身
焉
已
矣
。
語
意
不
過
如
此
。
命
只
是
氣
數
之
命
、
氣
數
之
命
即
義
理
之
命
。
知
命
之
大
者
、
是
忘
得
喪
。
天
下
最
逆
耳
的
是
何
物
。
惟
有
稱
譏
憎
謗
、
覺
格
中
拒
。
故
云
逆
耳
之
言
。
順
耳
是
忘
毀
譽
也
。
或
曰
、
聖
學
到
晩
年
、
乃
僅
作
如
是
（
校
９
）
（
校1
0
）
觀
乎
。
曰
、
談
何
容
易
。
聖
學
只
是
凡
夫
修
、
盡
得
凡
心
、
便
是
聖
解
。
（
５
）
（
校1
1
）
（
校
１
）
不
踰
矩
…
十
巻
本
、
こ
の
下
に
割
注
「
從
、
如
字
」
が
入
る
。
（
校
２
）
工
力
…
十
巻
本
、
「
工
夫
」
に
作
る
。
（
校
３
）
方
…
十
巻
本
、「
亦
」
に
作
る
。（
校
４
）
視
履
考
旋
…
十
巻
本
、「
視
履
考
祥
」
に
作
る
。（
校
５
）
自
叙
…
十
巻
本
、「
自
、
序
」
に
作
る
。
（
校
６
）
漸
…
十
巻
本
、
「
渺
」
に
作
る
。
（
校
７
）
聲
聞
障
。
又
加
十
年
功
、
細
就
動
念
處
體
認
、
纔
破
…
十
巻
本
、
こ
の
字
を
欠
く
。
（
校
８
）
安
排
障
…
十
巻
本
、
こ
の
下
に
「
蔽
」
が
入
る
。
（
校
９
）
順
耳
…
十
巻
本
、
「
耳
順
」
17
に
作
る
。（
校
）
晩
年
…
十
巻
本
、
「
年
」
の
字
を
欠
く
。（
校
）
凡
心
…
十
巻
本
、
「
凡
夫
」
に
作
る
。
10
11
（
１
）
從
心
所
欲
不
踰
矩
「
從
」
字
の
訓
み
に
つ
い
て
、
校
異
に
示
し
た
よ
う
に
十
巻
本
で
は
経
文
末
尾
に
割
注
「
從
、
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如
字
」
が
入
る
。
こ
れ
は
、「
從
」
字
は
通
常
の
音
と
意
味
、
つ
ま
り
「
し
が
た
う
」
意
の
平
声
で
解
釈
す
べ
き
こ
と
を
示
す
。
該
句
に
は
古
来
異
解
が
あ
り
、
実
は
朱
熹
以
前
は
「
從
」
を
去
声
で
読
み
、
「
心
を
從
に
す
る
も
欲
す
る
所
矩
を
踰
へ
ず
」
ほ
し
い
ま
と
す
る
解
釈
が
主
流
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
朱
熹
は
『
論
語
集
注
』
該
章
注
に
お
い
て
「
從
、
如
字
。
○
從
、
隨
也
。
矩
、
法
度
之
器
、
所
以
爲
方
者
也
。
隨
其
心
之
所
欲
、
而
自
不
過
於
法
度
、
安
而
行
之
、
不
勉
而
中
也
。
」
と
の
解
釈
を
示
し
、
以
降
、
こ
の
訓
み
が
定
着
す
る
。
明
代
後
期
に
入
る
と
陽
明
心
学
の
盛
行
を
背
景
と
し
て
再
び
去
声
で
訓
ま
れ
る
こ
と
が
増
え
、
同
時
に
そ
れ
に
対
す
る
反
発
も
起
き
た
。
松
川
健
二
『
宋
明
の
論
語
』
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
、
九
四
～
一
〇
八
頁
参
照
。
劉
宗
周
が
ど
ち
ら
の
訓
を
採
用
し
た
か
現
存
の
資
料
で
は
判
然
と
し
な
い
が
、
割
注
に
よ
る
限
り
十
巻
本
の
編
者
は
、
劉
宗
周
は
朱
熹
に
従
っ
て
「
從
」
を
平
声
で
読
ん
だ
と
判
断
し
て
い
る
。
本
稿
も
そ
れ
に
従
っ
た
。
（
２
）
不
思
而
得
、
不
勉
而
中
『
中
庸
』
「
誠
者
、
不
勉
而
中
、
不
思
而
得
、
従
容
中
道
。
聖
人
也
。」
（
３
）
視
履
考
旋
『
易
』
履
卦
・
上
九
爻
辞
「
視
履
考
祥
。
其
旋
元
吉
。
」
（
４
）
孔
子
自
道
、
猶
屬
謙
詞
本
章
を
孔
子
の
「
謙
詞
」
と
す
る
の
は
朱
熹
を
襲
っ
た
解
釈
で
あ
る
。
朱
熹
『
論
語
集
注
』
該
章
注
に
「
愚
謂
、
聖
人
生
知
安
行
、
固
無
積
累
之
漸
。
然
其
心
未
嘗
自
謂
已
至
此
也
。
是
其
日
用
之
閒
、
必
有
獨
覺
其
進
、
而
人
不
及
知
者
。
故
因
其
近
似
以
自
名
、
欲
學
者
以
是
爲
則
而
自
勉
。
非
心
實
自
聖
、
而
姑
爲
是
退
託
也
。
後
凡
言
謙
辭
之
屬
、
意
皆
放
此
。
」
と
あ
る
。
（
５
）
盡
得
凡
心
、
便
是
聖
解
唐
代
の
禅
僧
・
天
皇
道
悟
（
七
四
八
～
八
〇
七
）
の
偈
に
由
来
す
る
。
『
景
德
傳
燈
録
』
巻
一
四
・
龍
潭
崇
信
章
「
悟
曰
、
任
性
逍
遙
、
隨
縁
放
曠
。
但
盡
凡
心
、
無
別
勝
解
。
」
な
お
劉
宗
周
の
次
の
語
も
該
偈
を
下
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敷
き
に
述
べ
ら
れ
た
も
の
。
『
劉
宗
周
全
集
』
第
二
冊
・
語
類
『
學
言
』
上
「
古
人
千
言
萬
語
只
要
人
解
一
下
。
即
吾
人
千
修
萬
行
亦
只
要
求
解
一
下
。
解
得
盡
便
是
聖
人
、
不
盡
即
爲
賢
人
、
解
有
分
數
是
學
人
、
全
不
解
是
凡
夫
。
…
凡
夫
不
解
、
纔
求
解
則
立
地
便
是
聖
解
。
解
則
只
是
解
此
耳
。
今
曰
、
惟
聖
有
解
、
凡
夫
安
得
解
。
此
之
謂
不
解
。
又
曰
、
人
皆
不
解
、
我
獨
解
。
此
之
謂
凡
夫
。
」
子
曰
く
、
吾
十
有
五
に
し
て
學
に
志
し
、
三
十
に
し
て
立
ち
、
四
十
に
し
て
惑
は
ず
、
五
十
に
し
て
天
命
を
知
り
、
六
十
に
し
て
耳
順
ひ
、
七
十
に
し
て
心
の
欲
す
る
所
に
從
ひ
て
矩
を
踰
へ
ず
、
と
。
の
り
こ
学
問
は
志
を
立
て
る
こ
と
が
第
一
だ
。
志
が
立
っ
て
後
に
猛
烈
に
努
力
し
、
そ
こ
で
初
め
て
素
行
が
立
派
に
な
る
。
素
行
に
お
い
て
力
が
つ
く
と
、
心
に
悟
る
と
こ
ろ
が
出
て
く
る
。
悟
っ
て
暫
く
立
つ
と
根
源
の
と
こ
ろ
が
す
っ
か
り
明
ら
か
に
な
り
、
悟
り
が
極
ま
る
と
肉
体
と
精
神
が
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
よ
う
に
な
る
。
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
進
む
と
天
そ
の
も
の
と
な
る
。
「
心
の
欲
す
る
所
に
從
ひ
て
矩
を
踰
へ
ず
」
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
思
は
ず
し
て
得
、
勉
め
ず
し
て
中
る
」
こ
と
で
、
あ
た
天
道
で
あ
る
。
思
う
に
孔
子
は
七
十
歳
を
越
え
た
時
に
自
ら
の
来
し
方
を
振
り
返
っ
て
行
く
末
を
考
え
、
そ
こ
で
こ
の
よ
う
に
自
身
の
経
歴
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。
実
に
後
代
の
学
者
が
明
ら
か
に
す
べ
き
案
件
で
あ
ろ
う
。
聖
人
の
学
問
と
い
う
の
は
一
歩
ず
つ
向
上
し
て
い
き
、
必
ず
頂
点
を
極
め
る
こ
と
を
期
す
も
の
で
あ
る
。
孔
子
は
四
十
歳
以
前
は
な
お
俗
界
の
人
で
あ
っ
た
。
五
十
歳
以
降
は
高
遠
な
境
地
に
到
達
し
、
そ
の
後
の
進
展
は
余
人
に
は
測
り
難
い
も
の
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と
な
っ
た
。
本
章
は
孔
子
が
自
ら
を
語
っ
た
も
の
で
、
や
は
り
謙
譲
の
言
葉
で
あ
る
。（
孔
子
の
言
わ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
こ
う
だ
、
）「
学
問
に
志
し
て
以
降
十
五
年
の
修
養
を
経
て
、
初
め
て
立
脚
点
が
定
ま
っ
た
。
さ
ら
に
十
年
の
修
養
を
経
て
初
め
て
信
じ
き
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
十
年
の
修
養
を
経
て
初
め
て
本
来
付
与
さ
れ
て
い
る
理
を
認
知
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
十
年
の
修
養
を
経
て
、
今
度
は
肉
体
の
と
こ
ろ
を
体
察
し
、
初
め
て
名
声
の
障
碍
を
突
破
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
さ
ら
に
十
年
の
修
養
を
経
て
、
念
慮
の
発
動
す
る
と
こ
ろ
を
体
察
し
、
初
め
て
人
為
の
障
碍
を
打
破
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
れ
で
も
な
お
自
身
が
道
に
適
っ
て
い
る
か
ど
う
か
確
信
が
持
て
な
い
。
こ
れ
は
死
ぬ
ま
で
努
力
を
続
け
る
以
外
に
な
い
。
」
孔
子
は
こ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
だ
け
だ
。
「
命
」
は
運
命
の
命
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
実
の
と
こ
ろ
義
理
の
命
と
同
義
で
あ
る
。
命
の
重
大
さ
を
分
か
っ
た
者
は
自
身
の
得
失
な
ど
考
え
な
く
な
る
。
こ
の
世
で
も
っ
と
も
耳
に
逆
ら
う
も
の
は
果
た
し
て
何
で
あ
ろ
う
。
誹
謗
や
悪
口
ば
か
り
は
強
い
拒
否
感
を
覚
え
る
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
れ
を
「
逆
耳
の
言
」
と
い
う
。
反
対
に
「
耳
に
順
ふ
」
と
い
う
の
は
毀
誉
褒
貶
を
忘
れ
る
こ
と
だ
。
あ
る
人
が
言
っ
た
、
「
聖
人
の
学
問
と
言
っ
て
も
、
晩
年
に
到
達
し
た
境
地
は
た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
も
の
で
す
か
。
」
私
「
な
ん
と
軽
率
な
物
言
い
か
。
聖
学
と
言
っ
て
も
、
凡
夫
が
修
め
る
も
の
で
あ
り
、
凡
心
を
発
揮
し
き
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
が
最
上
の
悟
り
と
い
う
も
の
だ
。」
【
為
・
５
】
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孟
懿
子
問
孝
。
子
曰
、
無
違
。
樊
遲
御
。
子
告
之
曰
、
孟
孫
問
孝
於
我
。
我
對
曰
、
無
違
。
樊
遲
曰
、
何
謂
也
。
子
曰
、
生
事
之
以
禮
、
死
葬
之
以
禮
、
祭
之
以
禮
。
無
違
告
孟
懿
子
、
是
一
教
法
。
蓋
就
世
禄
之
家
言
、
但
防
其
悖
越
犯
分
而
已
。
故
僅
曰
無
違
。
其
辭
嚴
、
其
於
禮
主
節
勝
者
。
（
校
１
）
生
事
葬
祭
、
發
無
違
之
蘊
告
樊
遲
、
又
是
一
教
法
。
蓋
就
樊
遲
粗
鄙
近
俚
者
言
、
則
非
委
致
盡
變
、
竭
始
終
之
情
文
不
可
。
（
校
２
）
故
詳
述
之
如
此
。
其
辭
勉
、
其
於
禮
主
文
勝
者
。
所
謂
因
材
而
篤
、
分
明
是
天
地
化
工
。
或
曰
、
子
何
以
知
聖
人
是
兩
樣
敎
（
１
）
法
。
不
失
之
穿
鑿
附
會
否
。
曰
、
夫
子
告
懿
子
、
決
不
作
未
了
語
、
待
其
再
問
。
故
懿
子
亦
受
敎
而
退
、
未
嘗
蓄
疑
也
。
使
聖
人
（
校
３
）
（
２
）
有
未
盡
之
意
、
必
借
樊
遲
轉
達
方
了
前
件
、
不
已
勞
且
拙
乎
。
懿
子
既
逝
、
偶
値
有
門
人
在
御
、
舊
話
未
忘
、
復
爾
拈
起
、
（
校
４
）
（
校
５
）
所
謂
竿
木
隨
身
、
逢
場
作
戲
、
意
未
嘗
不
在
樊
遲
也
。
吾
儕
虚
心
想
當
日
事
情
、
亮
聖
人
胸
次
、
合
有
此
等
伎
倆
、
未
嘗
穿
鑿
附
（
３
）
（
校
６
）
（
校
７
）
會
也
。
（
校
１
）
孟
懿
子
…
十
巻
本
、
「
孟
」
の
字
を
欠
く
。
（
校
２
）
近
俚
…
十
巻
本
、
「
近
利
」
に
作
る
。
（
校
３
）
告
…
十
巻
本
、
「
敎
」
に
作
る
。
（
校
４
）
轉
達
…
十
巻
本
、
「
再
問
」
に
作
る
。
（
校
５
）
逝
…
十
巻
本
、
「
退
」
に
作
る
。
（
校
６
）
亮
…
十
巻
本
、「
諒
」
に
作
る
。
（
校
７
）
穿
鑿
附
會
…
十
巻
本
、「
附
會
穿
鑿
」
に
作
る
。
（
１
）
因
材
而
篤
『
中
庸
』
「
故
天
之
生
物
、
必
因
其
材
而
篤
焉
。
」
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（
２
）
使
聖
人
有
未
盡
之
意
～
不
已
勞
且
拙
乎
朱
熹
の
説
。
朱
熹
『
論
語
集
注
』
為
政
当
該
章
注
に
「
夫
子
以
懿
子
未
達
而
不
能
問
、
恐
其
失
指
而
以
從
親
之
令
爲
孝
。
故
語
樊
遲
以
發
之
。
」
と
あ
る
。
（
３
）
竿
木
隨
身
、
逢
場
作
戲
禅
語
。
入
矢
義
高
・
古
賀
英
彦
編
『
禅
語
辞
典
』
（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
九
）
に
「
人
形
芝
居
の
一
座
が
旅
廻
り
の
先
ざ
き
で
小
屋
が
け
し
て
上
演
す
る
こ
と
。
そ
の
よ
う
に
そ
の
場
そ
の
場
を
遊
戯
三
昧
で
こ
な
す
こ
と
を
い
う
。
「
竿
木
」
は
傀
儡
の
骨
組
み
。」
と
解
説
す
る
。
孟
懿
子
孝
を
問
ふ
。
子
曰
く
、
違
ふ
こ
と
無
か
れ
、
と
。
樊
遲
御
た
り
。
子
之
に
告
げ
て
曰
く
、
孟
孫
孝
を
我
に
問
ふ
。
我
對
へ
て
曰
く
、
違
ふ
こ
と
無
か
れ
、
と
。
樊
遲
曰
く
、
何
の
謂
ぞ
や
、
と
。
子
曰
く
、
生
き
て
は
之
に
事
ふ
る
に
禮
を
以
い
ひ
て
し
、
死
し
て
は
之
を
葬
る
に
禮
を
以
て
し
、
之
を
祭
る
に
禮
を
以
て
す
、
と
。
「
違
ふ
こ
と
無
か
れ
」
と
孟
懿
子
に
告
げ
た
の
は
、
一
つ
の
教
え
方
で
あ
る
。
世
禄
を
食
む
家
柄
の
も
の
に
対
し
て
教
え
る
際
に
は
、
と
も
か
く
分
を
犯
す
こ
と
を
防
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
故
に
た
だ
「
違
ふ
こ
と
無
か
れ
」
と
言
っ
た
の
だ
。
そ
の
言
い
方
は
峻
厳
で
、
礼
に
関
し
て
は
「
節
」
（
つ
ま
り
折
り
目
正
し
く
す
る
と
こ
ろ
）
に
重
点
が
あ
る
。
「
生
く
る
に
は
事
へ
、
死
す
る
に
は
葬
り
祭
れ
」
と
は
、
「
違
ふ
こ
と
無
か
れ
」
の
奥
深
い
教
え
を
さ
ら
に
敷
衍
し
て
樊
遅
に
告
げ
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
一
つ
の
教
え
方
で
あ
る
。
樊
遅
の
よ
う
な
素
朴
な
田
舎
者
に
対
し
て
は
情
理
を
尽
く
し
て
事
の
終
始
を
説
明
せ
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ね
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
の
よ
う
に
詳
し
く
述
べ
た
の
だ
。
そ
の
言
い
方
は
鼓
舞
す
る
よ
う
な
語
気
で
あ
り
、
礼
に
関
し
て
は
「
文
」
（
つ
ま
り
威
儀
や
言
葉
遣
い
な
ど
実
際
に
か
た
ち
に
表
れ
る
面
）
に
重
点
が
あ
る
。
『
中
庸
』
に
い
わ
ゆ
る
「
材
に
因
り
て
篤
く
す
」
（
天
は
そ
の
素
材
の
特
質
に
応
じ
て
篤
い
配
慮
を
加
え
る
）
で
あ
っ
て
、
明
ら
か
に
天
地
の
造
化
の
働
き
と
同
じ
で
あ
る
。
あ
る
人
が
言
う
、
「
あ
た
な
は
な
ぜ
聖
人
が
二
つ
の
教
え
方
を
用
い
た
と
分
か
る
の
か
。
こ
じ
つ
け
で
は
な
い
の
か
。
」
私
「
孔
子
が
懿
子
に
告
げ
た
内
容
は
「
違
ふ
こ
と
無
か
れ
」
の
み
で
完
結
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
質
問
を
待
っ
て
補
足
説
明
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、
懿
子
の
方
も
教
え
を
受
け
て
納
得
し
て
退
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。
も
し
聖
人
が
ま
だ
自
分
の
考
え
を
言
い
尽
く
し
て
お
ら
ず
、
樊
遅
に
伝
言
し
て
も
ら
っ
て
初
め
て
先
の
（
懿
子
と
の
）
問
答
を
完
結
さ
せ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
な
ん
と
回
り
く
ど
く
下
手
な
や
り
方
で
あ
る
こ
と
か
。
こ
れ
は
懿
子
が
逝
去
し
て
後
、
た
ま
た
ま
門
人
が
御
者
を
し
て
い
る
折
り
、
孔
子
が
昔
の
話
を
思
い
出
し
て
話
題
に
し
た
だ
け
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
「
操
り
人
形
の
道
具
は
携
え
て
お
る
。
い
ず
こ
で
も
演
じ
て
み
せ
よ
う
」
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
て
、
や
は
り
（
懿
子
で
は
な
く
）
樊
遅
を
念
頭
に
置
い
て
な
さ
れ
た
発
話
で
あ
る
。
我
々
が
虚
心
に
当
時
の
事
情
を
慮
れ
ば
、
聖
人
の
胸
中
に
こ
の
よ
う
な
手
管
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
分
か
る
。
決
し
て
私
の
こ
じ
つ
け
な
ど
で
は
な
い
の
だ
。
」
【
為
・
６
】
孟
武
伯
問
孝
。
子
曰
、
父
母
唯
其
疾
之
憂
。
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孟
武
伯
問
孝
、
是
人
子
身
上
事
。
子
曰
、
父
母
唯
其
疾
之
憂
、
是
父
母
身
上
事
。
問
是
孝
、
答
是
慈
、
有
何
關
涉
。
豈
知
人
子
於
父
母
其
初
只
是
一
人
之
身
、
父
母
的
痛
癢
便
是
人
子
的
痛
癢
。
若
於
此
漠
不
相
關
、
更
有
何
孝
可
言
。
若
於
此
認
得
親
（
校
１
）
（
校
２
）
切
、
亦
更
有
何
孝
可
言
。
唯
疾
之
憂
、
非
徒
以
慰
親
之
爲
孝
也
、
知
乎
此
者
、
必
能
以
其
身
爲
父
母
之
身
、
以
其
心
爲
父
母
之
心
、
而
終
身
孺
慕
之
情
有
無
所
不
至
者
矣
。
○
父
母
唯
其
疾
之
憂
、
是
襁
褓
間
憐
息
事
。
此
時
人
子
於
父
母
光
景
何
如
。
（
校
３
）
人
能
常
作
如
此
觀
、
方
是
終
身
孺
慕
。
（
校
１
）
只
是
…
十
巻
本
、
「
是
」
の
字
を
欠
く
。
（
校
２
）
若
於
此
～
孝
可
言
…
十
巻
本
、
こ
の
字
を
欠
く
。
（
校
３
）
父
14
母
唯
其
疾
之
憂
～
方
是
終
身
孺
慕
…
十
巻
本
、
圏
点
か
ら
文
末
ま
で
の
字
を
欠
く
。
38
孟
武
伯
孝
を
問
ふ
。
子
曰
く
、
父
母
は
唯
だ
其
の
疾
を
之
れ
憂
ふ
、
と
。
や
ま
ひ
「
孟
武
伯
孝
を
問
ふ
」
は
子
の
立
場
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
「
子
曰
く
、
父
母
は
唯
だ
其
れ
疾
を
之
れ
憂
ふ
」
と
は
父
母
の
立
場
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。
質
問
は
（
子
の
）
孝
に
つ
い
て
で
あ
る
の
に
、
答
え
は
（
父
母
の
）
慈
愛
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
両
者
に
は
何
の
関
係
が
あ
る
と
い
う
の
か
。
実
の
と
こ
ろ
、
子
と
父
母
と
は
も
と
も
と
肉
体
を
同
じ
く
し
、
父
母
の
痛
痒
は
と
り
も
な
お
さ
ず
子
の
痛
痒
な
の
で
あ
る
。
も
し
こ
の
間
に
何
ら
の
関
連
も
な
い
と
な
る
と
、
も
は
や
孝
を
語
る
意
味
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が
な
く
な
る
。
も
し
こ
れ
に
つ
い
て
身
に
差
し
迫
っ
て
理
解
し
た
と
し
て
も
、
や
は
り
孝
を
語
る
意
味
が
な
く
な
る
。
（
孔
子
が
）
「
唯
だ
疾
を
之
れ
憂
ふ
」
と
答
え
た
真
意
は
、
単
に
親
を
い
た
わ
る
こ
と
だ
け
が
孝
で
は
な
い
こ
と
を
示
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
分
か
っ
て
い
る
者
は
自
身
を
父
母
の
身
体
と
見
な
し
、
自
ら
の
心
を
父
母
の
心
と
し
、
終
生
、
父
母
に
対
す
る
愛
慕
の
情
が
変
わ
ら
ず
、
い
つ
ま
で
も
思
い
続
け
る
こ
と
な
る
の
で
あ
る
。
「
父
母
は
唯
だ
其
れ
疾
を
之
れ
憂
ふ
」
と
は
、
幼
児
の
と
き
に
父
母
が
子
供
を
か
わ
い
が
る
際
の
気
持
ち
で
あ
る
。
こ
の
時
、
子
供
は
父
母
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
心
象
を
懐
い
て
い
た
か
。
常
に
こ
の
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
し
て
こ
そ
、
父
母
を
愛
慕
す
る
情
は
終
生
失
せ
る
こ
と
が
な
い
の
で
あ
る
。
【
為
・
７
】
子
游
問
孝
。
子
曰
、
今
之
孝
者
是
謂
能
養
。
至
於
犬
馬
皆
能
有
養
。
不
敬
何
以
別
乎
。
（
校
１
）
問
安
視
膳
、
都
是
養
邊
事
。
敬
則
眞
心
自
致
於
養
者
、
非
嚴
威
儼
恪
之
謂
也
。
如
曾
元
之
養
曾
子
只
是
養
、
曾
子
之
養
曾
晳
（
１
）
（
校
２
）
（
２
）
（
３
）
便
是
敬
、
非
眞
謂
猥
䙝
之
養
自
同
於
犬
馬
、
而
以
禮
貌
周
旋
之
爲
敬
也
。
或
曰
、
愛
與
敬
有
差
別
。
何
得
以
愛
爲
敬
。
曰
、
冬
温
夏
（
４
）
凊
、
昏
定
晨
省
、
於
禮
貌
何
嘗
不
周
旋
。
只
是
眞
意
不
到
、
便
一
似
慢
親
一
般
、
則
亦
謂
之
能
養
而
已
。
（
校
３
）
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（
校
１
）
何
以
別
乎
…
十
巻
本
、
こ
の
下
に
割
注
「
養
、
去
聲
。
別
、
彼
列
反
。
」
が
入
る
。
（
校
２
）
眞
心
…
十
巻
本
、
「
眞
心
」
の
後
に
「
之
」
が
入
る
。
（
校
３
）
一
似
…
十
巻
本
、
「
一
」
の
字
を
欠
く
。
（
１
）
問
安
視
膳
『
禮
記
』
文
王
世
子
篇
「
文
王
之
爲
世
子
、
朝
于
王
季
日
三
。
鶏
初
鳴
而
衣
服
、
至
於
寢
門
外
、
問
内
豎
之
禦
者
曰
、
今
日
安
否
何
如
。
…
食
上
、
必
在
視
寒
暖
之
節
、
食
下
、
問
所
膳
。
」
（
２
）
嚴
威
儼
恪
『
禮
記
』
祭
義
篇
「
孝
子
之
有
深
愛
者
、
必
有
和
氣
。
…
嚴
威
儼
恪
、
非
所
以
事
親
也
、
成
人
之
道
也
。」
（
３
）
如
曾
元
之
養
～
曾
晳
便
是
敬
『
孟
子
』
離
婁
上
「
孟
子
曰
、
事
孰
爲
大
、
事
親
爲
大
、
守
孰
爲
大
、
守
身
爲
大
、
不
失
其
身
而
能
事
其
親
者
、
吾
聞
之
矣
、
失
其
身
而
能
事
其
親
者
、
吾
未
之
聞
也
、
孰
不
爲
事
、
事
親
事
之
本
也
、
孰
不
爲
守
、
守
身
守
之
本
也
、
曾
子
養
曾
晢
、
必
有
酒
肉
、
將
徹
、
必
請
所
與
、
聞
有
餘
、
必
曰
有
、
曾
晢
死
、
曾
元
養
曾
子
、
必
有
酒
肉
、
將
徹
、
不
請
所
與
、
聞
有
餘
、
曰
亡
矣
、
將
以
復
進
也
、
此
所
謂
養
口
體
者
也
、
若
曾
子
、
則
可
謂
養
志
也
、
事
親
若
曾
子
者
、
可
也
。
」
（
４
）
冬
温
夏
凊
、
昏
定
晨
省
『
禮
記
』
曲
禮
上
「
凡
爲
人
子
之
禮
、
冬
溫
而
夏
凊
、
昏
定
而
晨
省
。
」
子
游
孝
を
問
ふ
。
子
曰
く
、
今
の
孝
は
是
れ
能
く
養
ふ
を
謂
ふ
。
犬
馬
に
至
る
ま
で
皆
な
能
く
養
ふ
こ
と
有
り
。
敬
せ
ざ
れ
- 174 -
ば
何
を
以
て
別
た
ん
や
、
と
。
ご
機
嫌
う
か
が
い
を
し
た
り
食
事
に
心
を
砕
い
た
り
と
い
っ
た
こ
と
は
す
べ
て
「
養
ふ
」
方
の
問
題
で
あ
る
。
敬
す
れ
ば
真
心
が
自
ず
と
養
う
面
に
も
貫
徹
さ
れ
て
く
る
も
の
で
あ
っ
て
、
敬
と
は
厳
か
に
し
か
つ
め
ら
し
く
構
え
る
と
言
う
こ
と
で
は
な
い
。
例
え
ば
曾
元
が
曾
子
を
養
っ
た
の
な
ど
は
、
単
に
養
っ
た
だ
け
だ
。
そ
れ
に
対
し
て
曾
子
が
曾
晳
を
養
っ
た
の
は
敬
だ
。
な
に
も
、
下
品
な
養
い
方
が
犬
や
馬
と
同
じ
で
、
礼
儀
正
し
く
世
話
を
す
る
の
が
敬
だ
な
ど
と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
だ
。
あ
る
人
が
言
う
、
「
愛
と
敬
に
は
区
別
が
あ
る
も
の
で
あ
る
。
あ
な
た
は
愛
の
こ
と
を
敬
だ
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
」
私
「
冬
に
は
父
母
を
暖
か
く
し
て
や
り
、
夏
に
は
涼
し
く
し
て
や
る
。
夜
は
寝
床
を
整
え
て
や
り
、
朝
に
は
ご
機
嫌
う
か
が
い
を
す
る
。
礼
儀
と
し
て
は
、
こ
れ
は
ま
め
ま
め
し
く
世
話
を
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
け
れ
ど
も
そ
こ
に
真
意
が
な
け
れ
ば
、
親
を
軽
ん
じ
て
い
る
の
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
、
や
は
り
「
能
く
養
ふ
」
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
」
【
為
・
８
】
子
夏
問
孝
。
子
曰
、
色
難
。
有
事
弟
子
服
其
勞
、
有
酒
食
先
生
饌
。
曾
是
以
爲
孝
乎
。
（
校
１
）
色
是
心
精
之
注
〔
一
作
見
〕
於
外
者
。
不
但
一
心
而
已
、
并
一
身
肢
體
血
脈
皆
逼
露
於
此
。
打
合
在
父
母
身
上
便
是
一
體
之
（
校
２
）
（
校
３
）
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愛
。
事
親
者
到
此
、
有
著
力
不
得
處
。
故
難
。
若
取
給
於
服
勞
奉
養
之
間
、
抑
末
矣
。
○
學
不
可
以
僞
爲
、
至
於
根
心
而
生
（
１
）
色
則
形
著
動
變
、
達
於
天
下
矣
〔
一
作
達
於
天
矣
〕。
唯
孝
子
之
道
亦
然
。
（
２
）
（
校
４
）
（
校
１
）
曾
是
以
爲
孝
乎
…
十
巻
本
、
こ
の
下
に
割
注
「
食
、
音
嗣
。
」
が
入
る
。
（
校
２
）
一
作
見
…
十
巻
本
、
こ
の
割
注
を
欠
く
。（
校
３
）
逼
露
…
十
巻
本
、
「
畢
露
」
に
作
る
。（
校
４
）
一
作
達
於
天
矣
…
十
巻
本
、
こ
の
割
注
を
欠
く
。
（
１
）
根
心
而
生
色
『
孟
子
』
尽
心
上
「
君
子
所
性
、
仁
義
禮
智
根
於
心
、
其
生
色
也
、
睟
然
見
於
面
、
盎
於
背
、
施
於
四
體
、
四
體
不
言
而
喩
。
」
（
２
）
形
著
動
變
『
中
庸
』
「
其
次
致
曲
。
曲
能
有
誠
。
誠
則
形
。
形
則
著
。
著
則
明
。
明
則
動
。
動
則
變
。
變
則
化
。
唯
天
下
至
誠
爲
能
化
。
」
朱
熹
は
『
中
庸
章
句
』
第
二
十
三
章
に
「
其
次
、
通
大
賢
以
下
凡
誠
有
未
至
者
而
言
也
。
致
、
推
致
也
。
曲
、
一
偏
也
。
形
者
、
積
中
而
發
外
。
著
、
則
又
加
顯
矣
。
明
、
則
又
有
光
輝
發
越
之
盛
也
。
動
者
、
誠
能
動
物
。
變
者
、
物
從
而
變
。
化
、
則
有
不
知
其
所
以
然
者
。」
と
注
す
る
。
子
夏
孝
を
問
ふ
。
子
曰
く
、
色
難
し
。
事
有
れ
ば
弟
子
其
の
勞
に
服
し
、
酒
食
有
れ
ば
先
生
に
饌
す
。
曾
ち
是
を
以
て
孝
か
た
し
ゆ
し
せ
ん
す
な
は
と
爲
す
や
、
と
。
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顔
色
は
心
が
そ
の
ま
外
界
に
発
露
す
る
〔
一
本
に
「
現
れ
る
」
に
作
る
〕
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
る
。
心
だ
け
で
は
な
い
、
全
身
の
四
肢
や
血
脈
、
す
べ
て
が
こ
に
表
れ
る
。
父
母
の
身
と
合
し
て
し
ま
う
の
が
一
体
の
愛
で
あ
る
。
こ
に
く
る
と
、
親
に
仕
え
る
者
は
手
の
着
け
ど
こ
ろ
が
な
い
。
こ
の
故
に
「
難
し
」
と
い
う
。
も
し
労
に
服
す
る
と
か
世
話
を
す
る
と
か
い
っ
た
こ
と
か
ら
孝
子
と
し
て
の
姿
形
を
取
り
繕
お
う
と
す
る
と
、
そ
ん
な
も
の
は
小
手
先
の
仕
業
で
し
か
な
い
。
学
問
は
上
辺
の
ご
ま
か
し
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
。
本
心
に
根
ざ
し
、
そ
れ
が
顔
色
に
表
れ
ば
、
内
面
の
徳
性
が
外
に
表
出
し
、
ま
す
ま
す
明
ら
か
と
な
り
、
さ
ら
に
光
り
輝
き
、
他
者
を
感
動
さ
せ
、
や
が
て
は
そ
れ
が
天
下
に
波
及
す
る
〔
一
本
に
「
天
に
達
す
る
」
に
作
る
〕
。
た
だ
孝
子
の
道
の
み
が
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
可
能
な
の
だ
。
【
為
・
９
】
子
曰
、
吾
與
回
言
終
日
、
不
違
如
愚
。
退
而
省
其
私
、
亦
足
以
發
。
回
也
不
愚
。
孔
顔
問
答
見
於
論
語
者
無
幾
。
而
曰
吾
與
回
言
終
日
、
不
知
所
言
何
事
。
於
終
日
言
、
則
回
亦
必
終
日
問
、
終
日
難
。
故
相
（
校
１
）
（
校
２
）
引
於
無
窮
。
而
曰
不
違
如
愚
。
不
知
不
違
處
在
何
言
句
。
回
在
簞
瓢
陋
巷
中
、
但
有
安
貧
樂
道
面
孔
可
偵
、
而
曰
退
而
省
其
（
校
３
）
（
１
）
（
校
４
）
私
、
不
知
所
私
者
何
事
。
夫
子
終
日
言
、
回
終
日
行
、
即
亦
歩
亦
趨
、
不
失
服
膺
而
止
、
不
必
有
以
發
之
也
。
而
曰
亦
足
以
（
校
５
）
（
２
）
（
３
）
發
。
曰
深
潛
善
學
、
始
終
不
失
其
如
愚
之
體
而
已
。
而
曰
回
也
不
愚
。
聖
人
句
示
後
人
疑
端
不
了
。
知
乎
如
此
者
、
於
學
（
校
６
）
（
校
７
）
（
校
８
）
（
校
９
）
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問
之
道
亦
思
過
半
矣
。
○
凡
人
之
可
以
耳
目
盡
者
、
必
其
人
囿
於
形
迹
者
也
。
其
不
可
以
耳
目
盡
者
、
則
超
於
精
神
矣
。
聖
（
４
）
人
之
於
回
也
、
若
疑
焉
、
若
訝
焉
、
既
曰
如
愚
、
又
曰
不
愚
、
耳
目
之
前
、
語
言
之
下
、
幾
不
足
以
得
回
、
而
知
回
之
於
學
也
深
矣
。
得
其
内
而
遺
其
外
、
超
於
精
神
而
莫
知
其
所
以
然
、
則
回
其
潛
龍
乎
。
○
喟
然
之
歎
、
曰
仰
之
彌
高
、
鑽
之
彌
堅
、
（
校1
0
）
（
５
）
（
６
）
瞻
之
在
前
、
忽
焉
在
後
。
夫
子
於
回
曰
如
愚
、
曰
不
愚
、
是
師
弟
精
神
相
遇
處
。
○
回
也
不
愚
、
亦
是
疑
詞
、
非
初
疑
之
而
（
校1
1
）
卒
信
之
也
。
（
校
１
）
問
答
…
十
巻
本
、
「
論
答
」
に
作
る
。
（
校
２
）
於
…
十
巻
本
、
「
子
」
に
作
る
。
（
校
３
）
回
…
十
巻
本
、
「
日
」
に
作
る
。
（
校
４
）
陋
巷
…
十
巻
本
、
こ
の
二
字
を
欠
く
。
（
校
５
）
即
…
十
巻
本
、
こ
の
字
を
欠
く
。
（
校
６
）
曰
…
十
巻
本
、
「
回
」
に
作
る
。
（
校
７
）
而
已
…
十
巻
本
、
こ
の
二
字
を
欠
く
。
（
校
８
）
不
了
…
十
巻
本
、
こ
の
二
字
を
欠
く
。
（
校
９
）
如
此
…
十
巻
本
、
「
如
」
の
字
を
欠
く
。
（
校
）
所
以
然
…
十
巻
本
、
こ
の
下
に
「
而
然
」
が
入
る
。
（
校
）
非
初
疑
之
10
11
…
十
巻
本
、
「
之
」
を
欠
く
。
（
１
）
簞
瓢
陋
巷
清
貧
な
生
活
を
言
う
。
『
論
語
』
雍
也
「
子
曰
、
賢
哉
回
也
。
一
簞
食
、
一
瓢
飲
、
在
陋
巷
。
人
不
堪
其
憂
、
回
也
不
改
其
樂
。
賢
哉
回
也
。
」
（
２
）
亦
歩
亦
趨
人
が
歩
け
ば
自
分
も
歩
き
、
人
が
走
れ
ば
自
分
も
走
る
。
ま
ね
て
行
動
す
る
、
追
随
す
る
意
。『
荘
子
』
田
子
方
篇
「
顔
淵
問
於
仲
尼
曰
、
夫
子
歩
亦
歩
、
夫
子
趨
亦
趨
、
夫
子
馳
亦
馳
、
夫
子
奔
逸
絶
塵
、
而
回
瞠
若
乎
後
矣
。
夫
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子
曰
、
回
何
謂
耶
。
曰
、
夫
子
歩
亦
歩
也
、
夫
子
言
亦
言
也
、
夫
子
趨
亦
趨
也
、
夫
子
辯
亦
辯
也
、
夫
子
馳
亦
馳
也
、
夫
子
言
道
、
回
亦
言
道
也
。
及
奔
逸
絶
塵
、
而
回
瞠
若
乎
後
者
。
夫
子
不
言
而
信
、
不
比
而
周
、
無
器
而
民
蹈
乎
前
、
而
不
知
所
以
然
而
已
矣
。
」
（
３
）
不
失
服
膺
『
中
庸
』
「
子
曰
、
回
之
爲
人
也
、
擇
乎
中
庸
、
得
一
善
則
拳
服
膺
而
弗
失
之
矣
。
」
（
４
）
可
以
耳
目
盡
視
覚
や
聴
覚
で
捉
え
き
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。
『
劉
宗
周
全
集
』
第
三
冊
・
文
編
上
「
微
臣
不
能
以
身
報
主
敬
竭
報
主
之
心
終
致
主
於
堯
舜
疏
」
に
「
人
之
賢
不
肖
、
未
可
以
耳
目
盡
也
。
上
用
耳
而
天
下
遁
於
聲
矣
。
上
用
、
、
、
目
而
天
下
遁
於
形
矣
。
耳
目
既
窮
於
形
聲
、
而
吾
猶
察
焉
務
致
其
詳
、
則
神
明
之
地
愈
受
其
疑
矣
。」
と
あ
る
。
（
５
）
潛
龍
『
易
經
』
乾
卦
「
初
九
。
潛
龍
。
勿
用
。
象
曰
、
潛
龍
勿
用
、
陽
在
下
也
。
」
隠
れ
て
世
に
現
れ
て
い
な
い
聖
人
・
賢
人
を
喩
え
る
。
（
６
）
喟
然
之
歎
～
忽
焉
在
後
『
論
語
』
子
罕
「
顔
淵
喟
然
歎
曰
、
仰
之
彌
高
、
鑽
之
彌
堅
。
瞻
之
在
前
、
忽
焉
在
後
。
夫
子
循
然
善
誘
人
、
博
我
以
文
、
約
我
以
禮
、
欲
罷
不
能
。
既
竭
吾
才
、
如
有
所
立
卓
爾
。
雖
欲
從
之
末
由
也
已
。
」
子
曰
く
、
吾
回
と
言
ふ
こ
と
終
日
、
違
は
ざ
る
こ
と
愚
な
る
が
如
し
。
退
き
て
其
の
私
を
省
れ
ば
、
亦
た
以
て
發
す
る
に
足
み
る
。
回
や
愚
な
ら
ざ
る
や
、
と
。
『
論
語
』
に
み
え
る
孔
子
と
顔
回
と
の
問
答
は
い
く
ら
も
な
い
。
そ
れ
な
の
に
「
吾
回
と
言
ふ
こ
と
終
日
」
と
言
っ
て
い
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る
の
は
、
一
体
な
に
を
話
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
「
終
日
言
ふ
」
と
い
う
以
上
、
顔
回
も
ま
た
終
日
質
問
し
、
論
難
し
て
い
た
は
ず
で
、
こ
の
故
に
議
論
が
尽
き
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
さ
ら
に
「
違
は
ざ
る
こ
と
愚
な
る
が
如
し
」
（
愚
か
者
の
よ
う
に
何
に
で
も
賛
同
す
る
）
と
言
っ
て
い
る
が
、
一
体
ど
の
言
葉
に
違
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
顔
回
は
む
さ
苦
し
い
路
地
裏
暮
ら
し
で
清
貧
を
か
こ
っ
て
お
り
、
貧
乏
に
安
ん
じ
道
を
楽
し
む
相
貌
し
か
窺
え
な
い
。
そ
れ
な
の
に
「
退
き
て
其
の
私
を
省
れ
ば
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
一
体
そ
の
「
私
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
孔
子
が
終
日
話
を
す
れ
ば
、
顔
回
は
そ
れ
を
終
日
実
践
し
、
孔
子
が
歩
け
ば
自
分
も
歩
き
、
走
れ
ば
自
分
も
走
り
、
そ
の
教
え
を
片
時
も
忘
れ
ず
に
執
り
行
っ
た
の
で
、
こ
と
さ
ら
に
「
發
す
る
」
（
啓
発
し
て
や
る
）
必
要
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
「
發
す
る
に
足
る
」
（
啓
発
す
る
に
値
す
る
）
と
言
っ
て
い
る
。
ま
た
顔
回
は
孔
子
の
教
え
に
深
潜
し
て
よ
く
学
び
、
「
愚
な
る
が
如
き
」
あ
り
方
を
失
わ
な
か
っ
た
。
そ
れ
な
の
に
「
回
や
愚
な
ら
ざ
る
や
」
と
言
っ
て
い
る
。
聖
人
は
こ
の
よ
う
に
句
ご
と
後
学
に
疑
問
点
を
提
供
し
て
や
ま
な
い
が
、
こ
れ
ら
を
了
解
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
学
問
の
道
に
関
し
て
も
思
い
半
ば
に
過
ぎ
る
も
の
が
あ
ろ
う
。
大
体
、
耳
目
に
よ
っ
て
人
間
像
を
把
握
で
き
て
し
ま
う
よ
う
な
人
物
は
、
必
ず
感
覚
的
世
界
に
捕
ら
わ
れ
た
人
で
あ
る
。
耳
目
に
よ
っ
て
は
捉
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
物
は
、
精
神
の
働
き
を
超
越
し
た
人
で
あ
る
。
聖
人
は
顔
回
に
つ
い
て
、
疑
っ
た
り
訝
し
ん
だ
り
し
、
「
愚
な
る
が
如
し
」
と
言
っ
た
か
と
思
え
ば
「
愚
な
ら
ざ
る
や
」
と
言
い
、
耳
目
や
言
葉
で
は
ほ
と
ん
ど
顔
回
を
捉
え
切
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
顔
回
の
学
問
が
深
い
と
こ
ろ
ま
で
達
し
て
い
る
こ
と
を
見
抜
い
て
い
た
。
本
質
を
掴
ん
で
外
面
な
ど
に
は
目
も
く
れ
ず
、
精
神
の
働
き
を
超
越
し
て
お
り
な
が
ら
、
そ
う
な
る
理
由
を
知
り
も
し
な
い
、
顔
回
こ
そ
「
潜
龍
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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顔
回
は
た
め
息
を
つ
き
、「
之
を
仰
げ
ば
彌
〻
高
く
、
之
を
鑽
れ
ば
彌
〻
堅
し
。
之
を
瞻
れ
ば
前
に
在
り
、
忽
焉
と
し
て
後
に
い
よ
い
よ
き
み
し
り
へ
在
り
」
と
言
っ
た
。
ま
た
孔
子
も
顔
回
を
「
愚
な
る
が
如
し
」
と
言
い
な
が
ら
も
「
愚
な
ら
ざ
る
や
」
と
言
っ
た
。
こ
に
こ
の
師
弟
の
精
神
の
邂
逅
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
回
や
愚
な
ら
ざ
る
や
」
は
や
は
り
疑
問
の
言
葉
で
、
当
初
は
顔
回
を
愚
者
で
あ
る
と
疑
い
、
後
に
彼
を
愚
者
で
は
な
い
と
確
信
す
る
に
至
っ
た
、
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
【
為
・
】
10
子
曰
、
視
其
所
以
、
觀
其
所
由
、
察
其
所
安
、
人
焉
廋
哉
、
人
焉
廋
哉
。
（
校
１
）
人
心
自
有
安
處
。
是
平
日
志
向
所
決
、
積
漸
慣
熟
、
安
頓
其
中
而
不
自
知
者
。
須
是
晝
觀
妻
子
、
夜
卜
夢
寐
始
得
。
然
此
不
（
１
）
（
校
２
）
（
２
）
以
造
詣
説
、
只
論
眞
僞
之
品
。
○
瑒
曰
、
此
可
觀
先
師
生
平
考
己
之
密
。
（
校
３
）（
３
）
（
校
１
）
人
焉
廋
哉
…
十
巻
本
、
こ
の
下
に
割
注
「
焉
、
於
䖍
反
。
廋
、
所
留
反
。
」
が
入
る
。（
校
２
）
須
是
…
十
巻
本
、「
是
」
の
字
を
欠
く
。
（
校
３
）
瑒
曰
～
己
之
密
…
十
巻
本
、
圏
点
か
ら
文
末
ま
で
の
字
を
欠
く
。
13
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（
１
）
安
頓
其
中
そ
こ
に
落
ち
着
き
、
進
歩
が
鈍
っ
て
し
ま
う
。
劉
宗
周
は
繰
り
返
し
、
あ
る
〈
善
な
る
あ
り
方
〉
に
安
住
し
、
結
果
と
し
て
先
鋭
な
問
題
意
識
を
喪
失
し
て
し
ま
う
こ
と
に
対
し
警
鐘
を
鳴
ら
す
。
同
様
の
遣
詞
は
以
下
に
も
見
え
る
。
『
論
語
學
案
』
【
子
罕
・
】
「
只
就
平
日
得
力
地
用
功
、
更
無
求
進
之
機
、
何
臧
之
有
。
不
特
此
也
、
即
夫
子
從
心
、
24
顔
子
卓
爾
、
纔
欲
安
頓
其
中
、
亦
非
臧
矣
。
故
君
子
之
學
日
新
而
不
已
。
子
貢
曰
、
詩
云
、
如
切
如
磋
、
如
琢
如
磨
、
其
斯
、
、
之
謂
與
。
可
與
言
臧
矣
。
」
（
２
）
晝
觀
諸
妻
子
、
夜
卜
夢
寐
南
宋
・
沈
渙
（
一
三
九
～
一
九
一
）
の
逸
話
を
踏
ま
え
る
。
『
宋
史
』
巻
四
一
〇
「
煥
人
品
高
明
、
而
其
中
未
安
、
不
苟
自
恕
、
常
曰
晝
觀
諸
妻
子
、
夜
卜
諸
夢
寐
、
兩
者
無
愧
、
始
可
以
言
學
。
」
ま
た
こ
の
話
は
『
劉
宗
周
全
集
』
第
二
冊
・
語
類
『
人
譜
類
記
一
』「
體
獨
篇
」
に
も
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
（
３
）
瑒
『
劉
子
全
書
』
の
編
纂
者
、
董
瑒
の
こ
と
。
紹
興
会
稽
の
人
。
も
と
の
名
は
瑞
生
で
あ
っ
た
が
、
後
に
改
名
し
た
。
字
は
叔
迪
、
号
は
無
休
。
初
め
倪
元
璐
（
一
五
九
三
～
一
六
四
）
に
学
ん
だ
が
、
後
に
劉
宗
周
に
師
事
し
、
証
人
書
院
の
講
会
に
参
加
し
た
。
『
人
譜
』
に
基
づ
い
た
切
至
な
修
養
に
取
り
組
ん
だ
。
明
朝
が
滅
ぶ
と
僧
侶
と
な
っ
た
。
劉
宗
周
の
遺
墨
遺
文
を
収
集
し
て
編
纂
し
、
『
劉
子
全
書
』
を
編
ん
だ
。
子
曰
く
、
其
の
以
す
所
を
視
、
其
の
由
る
所
を
觀
、
其
の
安
ん
ず
る
所
を
察
す
れ
ば
、
人
焉
ん
ぞ
廋
さ
ん
や
、
人
焉
ん
ぞ
な
い
ず
く
か
く
廋
さ
ん
や
、
と
。
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人
の
心
は
ひ
と
り
で
に
落
ち
着
き
所
を
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
ど
こ
か
は
常
日
頃
の
志
向
次
第
で
決
ま
り
、
だ
ん
だ
ん
と
そ
こ
に
馴
染
ん
で
い
き
、
知
ら
な
い
う
ち
に
そ
こ
に
身
を
置
い
て
し
ま
う
。
昼
は
妻
子
の
様
子
を
観
察
し
、
夜
は
夢
の
見
方
を
精
察
し
て
、
自
身
を
省
み
ね
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
こ
は
学
問
の
到
達
具
合
を
述
べ
た
も
の
で
は
な
く
、
真
偽
の
レ
ベ
ル
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
【
董
瑒
「
こ
か
ら
、
先
師
・
劉
宗
周
の
平
生
に
お
け
る
自
己
検
証
の
厳
密
さ
が
窺
え
る
。
」】
【
為
・
】
11
子
曰
、
温
故
而
知
新
、
可
以
爲
師
矣
。
新
與
故
、
本
只
爲
詩
書
六
藝
之
時
習
者
而
言
、
而
必
以
故
爲
德
性
之
故
有
者
、
鑿
也
。
然
詩
書
六
藝
之
理
本
具
於
德
性
、
温
（
校
１
）
（
１
）
故
者
既
若
探
吾
心
之
故
物
、
而
知
新
者
亦
若
抽
吾
心
之
新
緒
、
亦
何
必
判
内
外
而
二
之
乎
。
必
言
爲
師
者
、
若
曰
學
以
時
習
、
（
校
２
）
則
先
知
先
覺
之
任
庶
幾
在
我
、
而
後
人
之
知
覺
、
亦
於
是
乎
有
賴
、
此
亦
夫
子
自
道
也
。
○
瑒
曰
、
韓
詩
外
傳
曰
、
智
（
校
３
）
（
校
４
）
（
２
）
如
泉
源
、
人
之
師
也
。
學
而
無
本
、
何
可
爲
人
師
。
（
校
１
）
者
…
十
巻
本
、
こ
の
字
を
欠
く
。
（
校
２
）
探
…
十
巻
本
、
「
操
」
に
作
る
。
（
校
３
）
有
賴
…
十
巻
本
、
こ
の
下
に
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「
矣
」
が
入
る
。
（
校
４
）
瑒
曰
～
爲
人
師
…
十
巻
本
、
圏
点
か
ら
文
末
ま
で
の
字
を
欠
く
。
24
（
１
）
必
以
故
爲
德
性
之
故
有
者
、
鑿
也
以
下
に
挙
げ
る
耿
定
向
（
天
台
、
一
五
二
四
～
一
五
九
七
）
の
よ
う
な
解
釈
を
言
う
か
。
『
明
儒
學
案
』
巻
三
十
五
・
恭
簡
耿
天䑓
先
生
定
向
「
温
故
知
新
之
故
、
即
孟
子
所
云
天
下
之
言
性
則
故
而
已
之
故
也
。
惻
隠
羞
惡
辭
讓
是
非
、
非
外
鑠
我
也
。
我
固
有
之
也
。
故
曰
、
故
。
温
者
反
之
本
心
而
尋
繹
、
温
養
之
謂
也
。
夫
一
反
之
固
有
之
性
而
求
之
、
即
心
有
餘
師
。
」
（
２
）
韓
詩
外
傳
～
人
之
師
也
漢
・
韓
嬰
『
韓
詩
外
傳
』
巻
五
「
智
如
泉
源
、
行
可
以
為
表
儀
者
人
師
也
。
智
可
以
砥
、
行
可
以
為
輔
弼
者
、
人
友
也
。
據
法
守
職
而
不
敢
為
非
者
人
吏
也
。
當
前
決
意
一
呼
再
諾
者
人
隷
也
。」
子
曰
く
、
故
き
を
温
ね
て
新
し
き
を
知
れ
ば
、
以
て
師
と
爲
る
べ
し
、
と
。
ふ
る
た
ず
「
新
し
き
」
と
「
故
き
」
と
は
『
詩
経
』
や
『
書
経
』
な
ど
六
経
を
習
っ
て
い
る
者
の
た
め
に
言
わ
れ
た
言
葉
で
あ
っ
て
、
強
い
て
「
故
」
を
固
有
の
本
性
と
結
び
つ
け
る
の
は
強
引
で
あ
る
。
た
だ
、
六
経
の
理
は
元
来
徳
性
の
な
か
に
備
わ
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
「
故
き
を
温
ね
て
」
が
、
わ
が
心
に
も
と
も
と
あ
る
も
の
を
探
る
様
な
も
の
で
あ
る
以
上
、
「
新
し
き
を
知
る
」
も
ま
た
わ
が
心
の
糸
口
を
引
い
て
、
糸
を
引
き
出
す
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
内
外
を
二
つ
に
分
け
る
必
要
な
ど
な
い
の
だ
。
わ
ざ
わ
ざ
「
師
と
爲
る
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
、
学
ん
で
常
に
復
習
し
て
い
れ
ば
、
先
覚
者
と
し
て
の
任
は
自
身
が
引
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き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
も
知
れ
ず
、
後
学
の
者
も
そ
れ
に
よ
っ
て
指
導
者
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
、
こ
れ
も
ま
た
孔
子
が
自
分
自
身
の
こ
と
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。
【
董
瑒
「
『
韓
詩
外
伝
』
に
「
水
源
の
よ
う
な
智
が
あ
っ
て
こ
そ
、
人
の
師
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
と
あ
る
。
学
問
に
根
本
が
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
師
と
な
れ
よ
う
か
。
」】
